




要約:

1)現状では発症時の川崎病による冠動脈瘤発生率は 5%ぐらいである.

2)遠隔期の心後遺症率は 2%～3%である.

3)巨大冠動脈瘤ないし冠動脈閉塞性病変の発生率は 1%である.この数字は本研究班の 12

回全国調査の結果と一致する.

4)川崎病の入院期間は 14 日とするのが妥当である.


